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(57)【要約】
【課題】簡単に動物を気絶させたり、死に至らしめたり
することができる電気とめさし器を提供する。
【解決手段】電気とめさし器１は、本体２の一端に配置
された針部３と、コイルバネ体５を備える。コイルバネ
体５は、コイル素線が螺旋状に略同一径で巻回されて構
成されたものであり、弾性を有し、伸縮可能である。コ
イルバネ体５は、本体２の一端から離れる方向へ突出可
能に本体２に取付けられている。コイルバネ体５は湾曲
可能である。針部３は、本体２の一端に着脱可能に取付
けられており、コイルバネ体５にも取付けられている。
針部３がイノシシに突き刺さると、針部３はイノシシに
突き刺さったまま、コイルバネ体５を介して本体２と接
続された状態で、本体２から離れる。電圧印加回路はコ
イルバネ体５と電気的に接続されており、針部３とコイ
ルバネ体５も互いに接続されているので、電圧印加回路
は針部３にパルス状電圧または擬似正弦波電圧を与え続
ける。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性材料で形成されており、かつ、長手方向を有する本体と、
　該本体の一端から離れる方向へ突出可能に同本体に取付けられており、かつ、湾曲可能
であり、かつ、導電性材料で形成された接続体と、
　前記本体の一端に配置されており、かつ、前記本体に取付けられた前記接続体の箇所と
は反対側の同接続体の箇所に取付けられており、かつ、同接続体に取付けられた側とは反
対側が針状であり、かつ、導電性材料で形成された針部と、
　前記接続体と電気的に接続された、かつ、同接続体を介して前記針部に所定の電圧を印
加可能な電圧印加回路と、
　該電圧印加回路と電気的に接続された、かつ、電圧が印加されたときに前記針部の極と
異なる極となるアース部とを備える
　電気とめさし器。
【請求項２】
　前記電圧印加回路と電気的に接続された、かつ、前記本体の外側面に取付けられた、か
つ、オンとオフを切替え可能な第１のスイッチ部と、
　前記電圧印加回路と電気的に接続された、かつ、第１のスイッチ部が取付けられた側と
は反対側の前記本体の外側面に取付けられた、かつ、オンとオフを切替え可能な第２のス
イッチ部とを備え、
　前記電圧印加回路は、前記第１のスイッチ部がオンであり、かつ、前記第２のスイッチ
部がオンである場合に電圧を印加可能である
　請求項１に記載の電気とめさし器。
【請求項３】
　前記針部は、前記接続体に取付けられた側から離れる方向に徐々に厚みが減少した第１
の傾斜面が形成されており、
　前記針部は、前記第１の傾斜面と連接した第２の傾斜面が形成された、かつ、該第２の
傾斜面と鋭角で交差する段差面が形成された、かえし部を有する
　請求項１または請求項２に記載の電気とめさし器。
【請求項４】
　前記電圧印加回路が電圧を印加したときに点灯可能な出力ランプ部と、
　前記電圧印加回路が電圧を印加したときに音を発生可能なブザー部とを備える
　請求項１、請求項２または請求項３に記載の電気とめさし器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気とめさし器に関する。詳しくは、例えば、捕獲したイノシシなどの動物を
気絶させたり、死に至らしめたりするための電気とめさし器に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　山間の農業地域では、イノシシや鹿などの動物が田畑へ侵入して、農作物を食い荒らし
てしまう食害が多発している。
　そこで、動物の田畑への侵入を防止するために、田畑の周囲に防護柵が設置されている
。
【０００３】
　防護柵としては、フェンスや電気柵が用いられており、田畑への動物侵入を防止する上
で一定の成果を上げている。
　しかし、防護柵に侵入を阻まれた動物は、他の田畑へ侵入し食害を与える。従って、そ
の田畑の周囲にも防護柵の設置が必要となる。
【０００４】
　すなわち、防護柵の設置は、一時凌ぎの食害防止策であることは否めない。
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　そこで近年、田畑へ侵入する動物の捕獲が勧められている。
【０００５】
　また、捕獲方法としては、箱罠を用いて捕獲する方法が多い。そして、様々な箱罠が提
案されている。
　例えば、特許文献１には、図８に示すような檻が記載されている。
　すなわち、特許文献１に記載された檻１００は、側柵（１０１、１０２、１０３）と、
天井柵１０４と、入り口柵１０５と、底柵１０６とが互いに接続されて組み立てられてい
る。また、入り口柵１０５は、上下に可動する。
　また、檻１００の内部の底面すなわち底柵１０６の上面には、網の周囲を固定した可動
枠１０７が載置されている。
【０００６】
　また、複数本の鋼材が縦横に組み合わされて構成された引き上げ枠１１０が、檻１００
の天井柵１０４の上面に載置されている。
　また、引き上げ枠１１０の中央近傍には、上方に伸びた引き上げ索１１３の一端が接続
されており、引き上げ枠１１０の四隅近傍には、下方に伸びた接続部１０８の一端が接続
されている。
　また、接続部１０８の他端は可動枠１０７に接続されている。
【０００７】
　また、天井柵１０４の上方には、２本のブリッジ支柱１１１と、ブリッジ支柱１１１の
上端に架設されたブリッジバー１１４とで構成されたブリッジ部が配置されている。
　また、ブリッジバー１１４の略中央には巻き上げ機１１２の本体が取付けられており、
巻き上げ機１１２の本体に、引き上げ索１１３の他端が接続されている。
【０００８】
　また、巻き上げ機１１２により、引き上げ枠１１０を引き上げ、それにともない接続部
１０８を介して可動枠１０７および網を天井柵１０４に向かって上昇させる。
【０００９】
　エサで檻の内部に誘い込まれたイノシシなどの動物は、可動枠１０７の網の上に立った
状態となり、その状態で巻き上げ機１１２を操作して可動枠１０７および網を天井柵１０
４に向かって上昇させる。
　すると、動物の四肢が可動枠１０７に張られた網目の中に入り込み、引き上げを続行す
ることで動物の腹部を包み込む状態で動物を宙吊り状態にして、その動きを拘束する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】実用新案登録第３１９００８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　一般的に、捕獲された動物は気絶させられたり、死に至らしめられたりして、食用の肉
に加工される。
　しかし、作業者が刃物で動物を気絶させたり、死に至らしめたりしようとするとき動物
は大暴れするので、作業は容易ではない。
【００１２】
　特許文献１に記載の檻によって動物は宙吊りにされるが、宙吊りになっているだけで依
然として動物は元気であり、作業者が刃物を動物に刺し込んで気絶させたり、死に至らし
めたりしようとするときに体を激しく動かして抵抗するおそれがある。
【００１３】
　従って、このような場合でも、簡単に動物を気絶させたり、死に至らしめたりすること
ができる電気とめさし器が求められていた。
【００１４】
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　本発明は、以上の点に鑑みて創案されたものであり、簡単に動物を気絶させたり、死に
至らしめたりすることができる電気とめさし器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の目的を達成するために、本発明の電気とめさし器は、絶縁性材料で形成されてお
り、かつ、長手方向を有する本体と、該本体の一端から離れる方向へ突出可能に同本体に
取付けられており、かつ、湾曲可能であり、かつ、導電性材料で形成された接続体と、前
記本体の一端に配置されており、かつ、前記本体に取付けられた前記接続体の箇所とは反
対側の同接続体の箇所に取付けられており、かつ、同接続体に取付けられた側とは反対側
が針状であり、かつ、導電性材料で形成された針部と、前記接続体と電気的に接続された
、かつ、同接続体を介して前記針部に所定の電圧を印加可能な電圧印加回路と、該電圧印
加回路と電気的に接続された、かつ、電圧が印加されたときに前記針部の極と異なる極と
なるアース部とを備える。
【００１６】
　ここで、絶縁性材料で形成されており、かつ、長手方向を有する本体と、本体の一端側
に配置された針状である針部とによって、作業者は、感電することなく、本体を持って、
動物と距離を置きながら針部を動物に突き刺すことができる。
【００１７】
　また、本体の一端から離れる方向へ突出可能に本体に取付けられており、かつ、湾曲可
能である接続体と、本体に取付けられた接続体の箇所とは反対側の接続体の箇所に取付け
られており、かつ、接続体に取付けられた側とは反対側が針状である針部とによって、針
部が動物に突き刺さった後、動物が暴れても、本体と針部との接続状態を維持できる。
【００１８】
　また、導電性材料で形成された接続体と、導電性材料で形成された針部と、接続体と電
気的に接続された、かつ、接続体を介して針部に所定の電圧を印加可能な電圧印加回路と
によって、針部が動物に突き刺さった後、動物が暴れても、動物に所定の電圧を与え続け
ることができる。
　ここで、「所定の電圧」とは、動物に衝撃を与え、動物を気絶または死に至らしめるこ
とができる程度の電圧を意味する。
【００１９】
　また、電圧印加回路と電気的に接続された、かつ、電圧が印加されたときに針部の極と
異なる極となるアース部によって、作業者は、アース部を接地するだけで、地面に接して
いる動物をアース部に接触していることにすることができる。
【００２０】
　また、本発明の電気とめさし器は、電圧印加回路と電気的に接続された、かつ、本体の
外側面に取付けられた、かつ、オンとオフを切替え可能な第１のスイッチ部と、電圧印加
回路と電気的に接続された、かつ、第１のスイッチ部が取付けられた側とは反対側の本体
の外側面に取付けられた、かつ、オンとオフを切替え可能な第２のスイッチ部とを備え、
電圧印加回路は、第１のスイッチ部がオンであり、かつ、第２のスイッチ部がオンである
場合に電圧を印加可能であるものとすることができる。
【００２１】
　この場合、本発明の電気とめさし器を単に置いただけでは、第１のスイッチ部と第２の
スイッチ部の両方をオンにすることはできないので安全である。
　また、第１のスイッチ部と第２のスイッチ部の両方をオンにするためには、作業者は両
手を使う必要があるので、間違って針部に触れることを防止できる。
【００２２】
　さらに、本発明の電気とめさし器において、針部は、接続体に取付けられた側から離れ
る方向に徐々に厚みが減少した第１の傾斜面が形成されており、針部は、第１の傾斜面と
連接した第２の傾斜面が形成された、かつ、第２の傾斜面と鋭角で交差する段差面が形成
された、かえし部を有するものとすることができる。
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【００２３】
　この場合、動物に突き刺さった針部が抜け難くなる。
【００２４】
　また、本発明の電気とめさし器は、電圧印加回路が電圧を印加したときに点灯可能な出
力ランプ部と、電圧印加回路が電圧を印加したときに音を発生可能なブザー部とを備える
ものとすることができる。
【００２５】
　この場合、作業者や周囲の人は、針部に衝撃電圧が印加されていることを気付き易くな
る。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明に係る電気とめさし器によって、簡単に動物を気絶させたり、死に至らしめたり
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明を適用した電気とめさし器の一例を示す概略図である。
【図２】本発明を適用した電気とめさし器の針部の一例を示す概略拡大図である。
【図３】本発明を適用した電気とめさし器の針部が引っ張られてコイルバネ体が突出した
状態の一例を示す概略図である。
【図４】本発明を適用した電気とめさし器の第１のスイッチ部の一例を示す概略平面図で
ある。
【図５】本発明を適用した電気とめさし器を用いて、檻に入れられたイノシシなどの動物
を気絶させたり、死に至らしめたりする様子の一例を示す概略図である。
【図６】本発明を適用した電気とめさし器の電圧印加回路における電圧印加の時期と電圧
値との関係の一例を示す概略図である。
【図７】本発明を適用した電気とめさし器を用いて、くくり式罠で捕獲されたイノシシな
どの動物を気絶させたり、死に至らしめたりする様子の一例を示す概略図である。
【図８】従来の動物捕獲用の檻を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明し、本発明の理解に供する
。
　図１は、本発明を適用した電気とめさし器の一例を示す概略図である。また、図２は、
本発明を適用した電気とめさし器の針部の一例を示す概略拡大図である。
　また、図３は、本発明を適用した電気とめさし器の針部が引っ張られてコイルバネ体が
突出した状態の一例を示す概略図である。
【００２９】
　図１に示す本発明の電気とめさし器１は、樹脂またはゴムなどの絶縁性材料で形成され
た、かつ、長手方向を有する棒状である本体２を備える。
【００３０】
　また、本発明の電気とめさし器１は、図３に示すようなコイルバネ体５を備える。
　ここで、コイルバネ体５は、導電性材料すなわち金属で形成されたコイル素線が螺旋状
に略同一径で巻回されて構成されたものであり、弾性を有し、伸縮可能である。
　また、コイルバネ体５は接続体の一例である。
【００３１】
　また、コイルバネ体５は、本体２の一端から離れる方向へ突出可能に本体２に取付けら
れている。図３に示した状態が、コイルバネ体５が本体２の一端から離れる方向へ突出し
た状態である。
　また、コイルバネ体５は湾曲可能である。
【００３２】
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　また、本発明の電気とめさし器１は、本体２の一端に配置された針部３を備える。
　すなわち針部３は、本体２の一端に着脱可能に取付けられていると共に、コイルバネ体
５にも取付けられている。
【００３３】
　また、針部３は、本体２に取付けられたコイルバネ体５の箇所とは反対側のコイルバネ
体５の箇所に取付けられている。
　従って、針部３は、図３に示すように、コイルバネ体５によって本体２と接続されなが
らも、本体２から離れることができる。
【００３４】
　また、針部３の、本体２やコイルバネ体５に取付けられた側とは反対側すなわち先端は
、円錐形状である針状である。
　すなわち、図２に示すように、針部３の先端には、本体２に取付けられた側もしくはコ
イルバネ体に取付けられた側から離れる方向に徐々に針部３の厚みが減少した第１の傾斜
面３Ａが形成されている。
【００３５】
　また、図２に示すように、針部３は、かえし部４を有する。
　ここで、かえし部４には、図２に示すように、第１の傾斜面３Ａと連接した第２の傾斜
面４Ａが形成されており、また、第２の傾斜面４Ａと鋭角で交差する段差面４Ｂが形成さ
れている。
【００３６】
　また、針部３や、かえし部４は、導電性材料すなわち金属で形成されている。
　また、針部３やコイルバネ体５は、どちらも導電性材料で形成されているので、互いに
電気的に接続されていると言える。
【００３７】
　また、本発明の電気とめさし器１は、コイルバネ体５と電気的に接続された、かつ、コ
イルバネ体５を介して針部３に所定のパルス状電圧または擬似正弦波電圧を印加可能な電
圧印加回路６Ａを備える。
　すなわち、箱状の電源部６に内蔵された電圧印加回路６Ａは、表面が樹脂またはゴムな
どの絶縁性材料で覆われた導電線２Ａを介して、コイルバネ体５と電気的に接続されてい
る。
【００３８】
　また、図示していないが、電源部６には、蓄電池すなわちバッテリーも内蔵されており
、電圧印加回路６Ａはバッテリーと電気的に接続されている。
　また、図示していないが、外部から電力を供給するための電力供給用コネクタを装着可
能な充電用コネクタを有する充電口が、バッテリーを充電するために電源部６に形成され
ていてもよい。
【００３９】
　ここで、必ずしもバッテリーを使用しなくてもよく、例えば乾電池や太陽光電池を使用
することもできる。
【００４０】
　また、所定のパルス状電圧または擬似正弦波電圧とは、具体的には例えば、１００～３
００Ｖの電圧値、周波数１～８０Ｈｚ、および放電エネルギー１～１１０Ｊ／秒を有する
パルス状電圧または擬似正弦波電圧である。
【００４１】
　このような電圧値、周波数および放電エネルギーを有する、本発明の電気とめさし器の
パルス状電圧または擬似正弦波電圧は、電気柵の柵線に印加される電圧に比べて時間当た
りの放電エネルギーが高い。
　この理由は、本発明の電気とめさし器が、田畑へ侵入しようとする動物の気絶または死
を目的としていることと、針部を動物に突き刺したときにパルス状電圧または擬似正弦波
電圧が印加されていればよく、通電時間が短いからである。
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【００４２】
　また、本発明の電気とめさし器１は、電圧印加回路６Ａと電気的に接続された、かつ、
電圧が印加されたときに針部３の極と異なる極となるアース部７を備える。
　すなわち、導電線２Ａは分岐して電源部６とアース部７に接続されており、アース部７
は、導電線２Ａを介して電圧印加回路６Ａと電気的に接続されている。
【００４３】
　また、アース部７は、金属棒を挟持可能な形状を有しており、図１に示すように、アー
ス部７は具体的には例えばクリップ形状を有する。
【００４４】
　また、本発明の電気とめさし器１は、オンとオフを切替え可能な第１のスイッチ部８を
備える。
　ここで、第１のスイッチ部８は、電圧印加回路６Ａと電気的に接続されており、かつ、
本体２の外側面に取付けられている。
【００４５】
　また、本発明の電気とめさし器１は、オンとオフを切替え可能な第２のスイッチ部９を
備える。
　ここで、第２のスイッチ部９は、電圧印加回路６Ａと電気的に接続されており、かつ、
第１のスイッチ部８が取付けられた側とは反対側の本体２の外側面に取付けられている。
　また、第２のスイッチ部９は、オンとオフを切替えるためのレバー９Ａを有する。
【００４６】
　図４は、本発明を適用した電気とめさし器の第１のスイッチ部の一例を示す概略平面図
である。
【００４７】
　本発明の電気とめさし器１は、電圧印加回路６Ａが電圧を印加したときに点灯可能な出
力ランプ部１０を備える。
　また、本発明の電気とめさし器１は、電圧印加回路６Ａが電圧を印加したときに音を発
生可能なブザー部１１を備える。
　また、出力ランプ部１０とブザー部１１は、電圧印加回路６Ａと電気的に接続されてい
る。
【００４８】
　また、図４に示すように、出力ランプ部１０とブザー部１１は、同じ１つの箱状の第１
のスイッチ部８に内蔵されている。なお、出力ランプ部とブザー部は、必ずしも第１のス
イッチ部に内蔵されていなくてもよい。
　また、図４に示すように、第１のスイッチ部８は、オンとオフを切替えるための押しボ
タン８Ａを有する。
【００４９】
　本発明の電気とめさし器は、必ずしも第１のスイッチ部と第２のスイッチ部のように２
つのスイッチ部を備えていなくてもよく、例えば１つのスイッチ部だけでもよい。
　しかし、本発明の電気とめさし器が、２つのスイッチ部を備えていれば、第１のスイッ
チ部と第２のスイッチ部の両方をオンにするためには、作業者は両手を使う必要があるの
で、間違って針部に触れることを防止でき、好ましい。
【００５０】
　また、第２のスイッチ部は、必ずしも第１のスイッチ部が取付けられた側とは反対側の
本体の外側面に取付けられていなくてもよい。
　しかし、第２のスイッチ部が、第１のスイッチ部が取付けられた側とは反対側の本体の
外側面に取付けられていれば、本発明の電気とめさし器を単に置いただけでは、第１のス
イッチ部と第２のスイッチ部の両方をオンにすることはできないので安全であり、好まし
い。
【００５１】
　また、針部は、必ずしも、かえし部を有していなくてもよい。
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　しかし、針部が、かえし部を有していれば、動物に突き刺さった針部が抜け難くなるの
で好ましい。
【００５２】
　また、本発明の電気とめさし器は、必ずしも出力ランプ部やブザー部を備えていなくて
もよい。
　しかし、本発明の電気とめさし器が、出力ランプ部やブザー部を備えていれば、作業者
や周囲の人は、針部に衝撃電圧が印加されていることを気付き易くなるので好ましい。
【００５３】
　また、アース部は、必ずしも金属棒を挟持可能な形状を有していなくてもよい。
　しかし、アース部が、金属棒を挟持可能な形状を有していれば、檻を構成する金属棒や
、地面に突き刺さった金属棒に、簡単にアース部を接続することができるので、アース部
自体を地面に突き刺す必要がなく、アース部を接地し易い。
【００５４】
　次に、図５および図６を参照して、本発明の電気とめさし器を用いた方法を説明する。
　作業者は、クリップ形状を有するアース部７で檻１２の金属棒１２Ａを挟持し、アース
部７を接地する。
【００５５】
　すなわち、檻１２の金属棒１２Ａは地面に接しているので、アース部７を檻１２の金属
棒１２Ａに接続することで、アース部７を接地することができる。
【００５６】
　また、檻１２の中では、生きているイノシシ１３が暴れ回っていることもある。
　このとき、作業者は、本体２の外側面に取付けられた第１のスイッチ部８の押しボタン
８Ａを押して第１のスイッチ部８をオンにし、また、本体２の外側面に取付けられた第２
のスイッチ部９のレバー９Ａを一方に押して第２のスイッチ部９をオンにする。
【００５７】
　第１のスイッチ部８および第２のスイッチ部９をオンにすると同時に、作業者は、一端
に針部３が配置された本体２を持って、針部３をイノシシ１３に向け、針部３をイノシシ
１３に突き刺す。
　イノシシは動物の一例である。
【００５８】
　イノシシ１３の足は、暴れ回っていても必ず地面または檻１２の地面に接触した底部の
金属棒に接触しているので、アース部７は常にイノシシ１３に接触していることになる。
【００５９】
　また、電圧印加回路６Ａは、電圧値１１８Ｖ、周波数５５Ｈｚおよび１秒当たりの放電
エネルギー４２Ｊを有するパルス状電圧または擬似正弦波電圧を、針部３に印加する。こ
のとき、図６に示すようなパルス状電圧または擬似正弦波電圧が発生している。また、こ
のときの負荷は、数百Ω～数キロΩである。
　図６は、本発明を適用した電気とめさし器の電圧印加回路における電圧印加の時期と電
圧値との関係の一例を示す概略図である。
【００６０】
　また、針部３にパルス状電圧または擬似正弦波電圧が印加されているとき、針部３は陽
極となっており、アース部７は陰極となっている。
【００６１】
　図６に示すように、電圧印加回路６Ａでは、プラス１１８Ｖの電圧が８ミリ秒間発生し
、その後、１ミリ秒間０Ｖとなり、さらにその後、マイナス１１８Ｖの電圧が８ミリ秒間
発生し、その後、１ミリ秒間０Ｖとなって、再び、プラス１１８Ｖの電圧が８ミリ秒間発
生する。
　すなわち、１８ミリ秒間の周期でパルス状電圧または擬似正弦波電圧が発生する。
【００６２】
　このとき、押しボタン８Ａが押されている間およびレバー９Ａが一方に押されている間
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、針部３にパルス状電圧または擬似正弦波電圧が印加されている。
　また、押しボタン８Ａおよびレバー９Ａの少なくとも一方から指を離す、すなわち、押
しボタン８Ａおよびレバー９Ａの少なくとも一方が押されなくなると、針部３にパルス状
電圧または擬似正弦波電圧は印加されなくなる。
【００６３】
　また、針部３がイノシシ１３に突き刺さると、イノシシ１３は激痛により暴れ回った場
合、針部３はイノシシ１３に突き刺さったまま、図３に示すように、コイルバネ体５を介
して本体２と接続された状態で、本体２から離れる。
　また、コイルバネ体５は湾曲可能であるので、イノシシ１３の動きに合わせてコイルバ
ネ体５が湾曲し、本体２を持った作業者がイノシシ１３に引きずられることはほとんどな
い。
【００６４】
　また、針部３とコイルバネ体５は導電性材料で形成されており、また、電圧印加回路６
Ａはコイルバネ体５と電気的に接続されており、針部３とコイルバネ体５も互いに接続さ
れているので、電圧印加回路６Ａはコイルバネ体５を介して針部３にパルス状電圧または
擬似正弦波電圧を与え続ける。
　すなわち、イノシシ１３にパルス状電圧または擬似正弦波電圧を与え続ける。
【００６５】
　針部３を突き刺した直後は、イノシシ１３は暴れ回ることもあるが、パルス状電圧また
は擬似正弦波電圧がイノシシ１３に与えられると、イノシシ１３は気絶したり、死に至っ
たりする。
　すなわち、本発明の電気とめさし器１は、針部３を突き刺してイノシシ１３が暴れても
、本体２を持った作業者がイノシシ１３に引きずられることなく、イノシシ１３にパルス
状電圧または擬似正弦波電圧を与え続けることができる。
【００６６】
　次に、図７を参照して、本発明の電気とめさし器を用いた方法を説明する。
　図７は、本発明を適用した電気とめさし器を用いて、くくり式罠で捕獲されたイノシシ
などの動物を気絶させたり、死に至らしめたりする様子の一例を示す概略図である。くく
り式罠とは、檻を使用しない罠である。
【００６７】
　くくり式罠は次のようにして設置される。
　まず、地面に直径約３０ｃｍの穴を掘り、穴の周囲を環状ワイヤーで取り囲む。環状ワ
イヤーは、長手方向を有する締め付け具の一端に取付けられており、締め付け具の他端に
は直線状ワイヤーの一端が取付けられている。
【００６８】
　また、直線状ワイヤーの他端は、立木にくくりつけられている。直線状ワイヤーの長さ
は約２ｍである。
　穴は、外部から判らないように、枯草や土で隠されている。
【００６９】
　この穴にイノシシ１３が足を踏み込むと、イノシシ１３の踏み込んだ足には環状ワイヤ
ー１４が絡みつき、締め付け具１６でイノシシ１３の足はしっかり締め付けられる。
　一端が締め付け具１６に取付けられた直線状ワイヤー１５の他端は、立木１７にくくり
つけられているので、イノシシ１３は立木１７に繋がれた状態となる。
【００７０】
　仕掛けられていた環状ワイヤー１４で締め付けられたイノシシ１３を発見した作業者は
、さらに別の環状ワイヤー１４で、イノシシ１３の部位例えば口または足を締め付ける。
【００７１】
　この別の環状ワイヤー１４は、同じく長手方向を有する締め付け具１６の一端に取付け
られており、締め付け具１６の他端には直線状ワイヤー１５の一端が取付けられている。
また、直線状ワイヤー１５の他端は、別の立木１７にくくりつけられている。
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　このようにして、くくり式罠でイノシシ１３を捕獲する。
【００７２】
　また、クリップ形状を有するアース部７で、立木１７にくくりつけられた直線状ワイヤ
ー１５の他端を挟持し、アース部７を接地する。
【００７３】
　また、作業者は、本体２の外側面に取付けられた第１のスイッチ部８の押しボタン８Ａ
を押して第１のスイッチ部８をオンにし、また、本体２の外側面に取付けられた第２のス
イッチ部９のレバー９Ａを一方に押して第２のスイッチ部９をオンにする。
【００７４】
　第１のスイッチ部８および第２のスイッチ部９をオンにすると同時に、作業者は、一端
に針部３が配置された本体２を持って、針部３をイノシシ１３に向け、針部３をイノシシ
１３に突き刺す。
【００７５】
　また、電圧印加回路６Ａは、電圧値１１８Ｖ、周波数５５Ｈｚおよび１秒当たりの放電
エネルギー４２Ｊを有するパルス状電圧または擬似正弦波電圧を、針部３に印加する。
【００７６】
　針部３を突き刺した直後は、イノシシ１３は暴れ回ることもあるが、パルス状電圧また
は擬似正弦波電圧がイノシシ１３に与えられると、イノシシ１３は気絶したり、死に至っ
たりする。
【００７７】
　くくり式罠で捕獲されたイノシシは、檻に入れられたイノシシ以上に動き回った場合も
、本発明の電気とめさし器は、針部３はイノシシ１３に突き刺さったまま、図３に示すよ
うに、コイルバネ体５を介して本体２と接続された状態で、本体２から離れ、イノシシ１
３の動きに合わせてコイルバネ体５が湾曲し、本体２を持った作業者がイノシシ１３に引
きずられることはほとんどないので、効果をより発揮することができる。
【００７８】
　また、動物としてイノシシを例に挙げて説明したが、例えば捕獲した猿を気絶させたり
、死に至らしめたりする場合も、本発明の電気とめさし器は効果を発揮する。
【００７９】
　以上のように、本発明の電気とめさし器は、絶縁性材料で形成されており長手方向を有
する本体と、本体の一端側に配置された針状である針部とを備えているので、作業者は、
感電することなく、本体を持って、動物と距離を置きながら針部を動物に突き刺すことが
できる。
【００８０】
　また、本発明の電気とめさし器は、本体の一端から離れる方向へ突出可能に本体に取付
けられており湾曲可能である接続体と、本体に取付けられた接続体の箇所とは反対側の接
続体の箇所に取付けられており、かつ、接続体に取付けられた側とは反対側が針状である
針部を備えているので、針部が動物に突き刺さった後、動物が暴れても、本体と針部との
接続状態を維持できる。
【００８１】
　また、本発明の電気とめさし器は、導電性材料で形成された接続体と、導電性材料で形
成された針部と、接続体と電気的に接続された、かつ、接続体を介して針部に所定の電圧
を印加可能な電圧印加回路を備えているので、針部が動物に突き刺さった後、動物が暴れ
ても、動物に所定の電圧を与え続けることができる。
【００８２】
　また、本発明の電気とめさし器は、電圧印加回路と電気的に接続されており電圧が印加
されたときに針部の極と異なる極となるアース部を備えているので、作業者は、アース部
を接地するだけで、地面に接している動物をアース部に接触していることにすることがで
きる。
【００８３】
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　従って、針部が突き刺さった動物が暴れ回っても、動物の動きに合わせて接続体が湾曲
し、本体を持った作業者が動物に引きずられることはほとんどないので、本発明の電気と
めさし器によって、簡単に動物を気絶させたり、死に至らしめたりすることができる。
【符号の説明】
【００８４】
　　　１　　電気とめさし器
　　　２　　本体
　　　２Ａ　導電線
　　　３　　針部
　　　３Ａ　第１の傾斜面
　　　４　　かえし部
　　　４Ａ　第２の傾斜面
　　　４Ｂ　段差面
　　　５　　コイルバネ体
　　　６　　電源部
　　　６Ａ　電圧印加回路
　　　７　　アース部
　　　８　　第１のスイッチ部
　　　８Ａ　押しボタン
　　　９　　第２のスイッチ部
　　　９Ａ　レバー
　　１０　　出力ランプ部
　　１１　　ブザー部
　　１２　　檻
　　１２Ａ　金属棒
　　１３　　イノシシ
　　１４　　環状ワイヤー
　　１５　　直線状ワイヤー
　　１６　　締め付け具
　　１７　　立木
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